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がん相談業務（院内におけるピアサポート）集計結果

■ 調査対象期間 令和4年1月1日～令和4年3月31日

■ 調査件数  15　件

合　計 15

相談月 件　数

1月 5

2月 4

3月 6

4件, 27%

3件, 20%

8件, 53%

相談時間

10分未満

10分～30分未

満

30分～60分未

満

60分～90分未

満

90分以上

7件, 47%

3件,20%

5件, 33%

相談形式

相談室

病棟

外来

電話相談

その他

1件, 7% 1件, 7%

5件, 33%5件, 33%

3件, 20%

相談者の年代

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

不明

1件,7%

5件, 33%

5件, 33%

1件, 7%

3件, 20%

住居エリア

北部

中部

南部

宮古

八重山

その他

不明



　

　
　

2件, 13%

13件, 87%

相談者の性別

男性

女性

7件, 47%
8件, 53%

相談者のカテゴリー

患者本人

家族・親戚

友人・知人

一般

医療関係者

その他

不明

10件, 67%

5件, 33%

相談者の利用回数

初めて

２回目以上

不明

1件, 7%
1件, 7%

2件, 13%

6件, 40%

1件, 7%

4件, 27%

患者本人の年代

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

4件, 27%

11件, 73%

患者本人の性別

男性

女性

不明

5件, 33%

6件, 40%

4件, 27%

受診状況

自施設入院中

自施設通院中

他施設入院中

他施設通院中

受診医療機関な

し
その他



 
　

3件, 20%

10件, 67%

1件, 7% 1件, 7%

現在の治療状況

診断なし(精査中

含) 
治療前(診断後)

治療中

治療後

経過観察中

その他

14件, 93%

1件, 7%
がんの状況

初発

再発・転

移
その他

不明

0
1

3
0
0

2
4

0
1

0
0

2
0

1
0

1
2

0
2

1

不明

眼・脳・神経

肝・胆

原発不明

甲状腺・副腎

骨

食道

前立腺・精巣

大腸・小腸

中皮腫

皮膚

膵

胃

耳鼻咽喉

肉腫・腹膜・後腹膜

腎・尿管・膀胱

子宮・卵巣

乳房

肺・縦隔・心臓

リンパ・血液

がんの部位



0
0
0
0

2
0
0

3
0
0

1
1
1
1

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

2
2

3

不明

その他

患者会・家族会（ピア情報）

友人・知人・職場の人間関係

患者－家族間の関係

医療者との関係

告知

不安・精神的苦痛

補完代替療法

医療費・生活費・社会保障制度

社会生活（仕事・就労・学業）

介護・看護・養育

食事・服薬・入浴・運動・外出…

症状・副作用・後遺症への対応

ホスピス・緩和ケア

在宅医療

がん予防・検診

医療機関の紹介

転院

受診方法・入院

治療実績

セカンドオピニオン（他へ紹介）

セカンドオピニオン（受入）

セカンドオピニオン（一般）

症状・副作用・後遺症

がんの検査

がんの治療

相談内容

（実施したものすべて）

0

2

7

0

7

ピア情報

関係性についての相

談

日常生活の相談

医療機関情報

一般医療情報

相談内容
（実施したものすべて・大項目別）

0
0
0
0
0

3
0
0

2
0
0
0

1
1

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1
1
1

5

未記入

不明

その他

患者会・家族会（ピア情報）

友人・知人・職場の人間関係

患者－家族間の関係

医療者との関係

告知

不安・精神的苦痛

補完代替療法

医療費・生活費・社会保障制度

社会生活（仕事・就労・学業）

介護・看護・養育

食事・服薬・入浴・運動・外出…

症状・副作用・後遺症への対応

ホスピス・緩和ケア

在宅医療

がん予防・検診

医療機関の紹介

転院

受診方法・入院

治療実績

セカンドオピニオン（他へ紹介）

セカンドオピニオン（受入）

セカンドオピニオン（一般）

症状・副作用・後遺症

がんの検査

がんの治療

相談内容

（最も比重の高いもの）

0

0

3

4

1

7

未記入

ピア情報

関係性についての相談

日常生活の相談

医療機関情報

一般医療情報

相談内容
（最も比重の高いもの・大項目別）



0

5

0

0

0

0

8

7

15

判断不明

その他

自施設受診の説明

他施設受診の説明

他施設への連携

自施設他部門への連携

情報提供

助言・提案

傾聴・語りの促進・支持的

な対応

対応内容

（実施したものすべて）

0

0

0

0

0

0

0

1

1

13

未記入

判断不明

その他

他施設への連携

他施設受診の説明

自施設他部門への連携

自施設受診の説明

情報提供

助言・提案

傾聴・語りの促進・支持

的な対応

対応内容

（最も比重の高いもの）

1

0

3

0

0

0

0

1

5

0

不明

その他

パンフレット

相談員に声をかけられて

同病者やその家族・患者

会

院内で見かけて

家族・友人・知人

インターネット

医療機関スタッフ

マスメディア

認知経路



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  がんピアサポ－タ－養成講座 

 

  開催報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  実施日：令和 4年 1 月 22日（土） 

 

 



 

 

【名称】    

令和 3年度 がんピアサポ－タ－養成講座 

 

【目 的】    

①これから「ピアサポ－ト」を始める方が、1対 1での対応に関する基本な事項   

を学ぶ。 

②受講生同士に仲間意識を持ち、今後のセンタ－及び個々の活動が互いに連携で 

きる環境をつくり、コミュニケ－ション技術向上を目的とする。 

 

【概 要】 
 １.日 時  令和 4年 1月 22日（土）12：40～16：45 

 

２.形 式  オンライン（ZOOM） 事務局：琉球大学病院がんセンタ－内 

 

３.対 象  下記①～⑤すべてに該当する方 

①がん患者およびがん患者のご家族、ご遺族 

②最終治療後２年以上が経過し、現在病状の安定している方 

③事前学習プログラム（講義動画）を視聴できる方 

         ④講義ならびにロ－ルプレイ（面接技法）参加出来る方 

⑤受講後は治療や仕事、生活に支障がない範囲で当センタ－の 

がんピアサポ－タ－（ボランティア）として登録し活動できる方 

 

４.主 催  沖縄県地域統括相談支援センタ－（令和３年度 沖縄県委託事業） 

 

５.参加費  無料 

 

６.プログラム 

＜動画視聴＞ 講義動画（受講前までに学習プログラムを視聴し、事前課題を提出） 
        厚生労働省委託事業 がん総合相談に携わる者に対する研修事業 

        「ピアサポ－タ－養成テキスト 2019年度版」のテキスト等に準拠し、 

        神奈川県がん患者団体連合会より、ご提供頂いた動画を使用。 

 

 ＜講  義＞ 「私たちの目指すピアサポ－ト」とは 

        沖縄県地域統括相談支援センタ－ がんピアサポ－タ－ 中山 富美 

 

 ＜研 修 会＞ 「より良いサポ－トのためにロ－ルプレイによる実践的トレ－ニング」 

        NPO法人 支え合う会「α」 

        副理事長 野田 真由美 

  



 

【プログラム別内容】 
 

私たちの目指すピアサポ－トとは 

 ・沖縄県地域統括相談支援センタ－発足理由と経緯、また当センタ－の活動概要等につ 

いて学び、養成講座終了後の実践に役立てる。 

 

ピアサポ－トとは 

 ・ピアサポ－トの定義、重要性、意義、活動内容や活動場所などを学ぶ。 

 ・自分の意見を押し付けない、個人情報を守る、医療行為に踏み込まないなどのピア

サポ－トを行うにあたって、最低限知っておいてほしいことや、必ず守ってほしい

ことを学ぶ。 

 

より良いコミュニケ－ションのために 

 ・服装や言葉使いなど接遇の基本的なことから、話しやすい雰囲気作り、相談者の目

線や表情、仕草から読み取れること等を学ぶ。 

 

自分の体験を語る 

 ・ピアサポ－ト時に自身のことを話す場合もあることから、自己の体験を語れるよう

に整理する。 

 ・他の受講生が語っている内容を聴くことで傾聴を学ぶ。 

 

がんの基礎知識 

（事前学習プログラム動画/厚生労働省委託事業がん総合相談に携わる者に対する研修

事業。神奈川県がん患者団体連合会） 

 ・相談者の話を聴く際に知っておくと役に立つ医学的知識を学ぶ。 

 ・がん診療の流れ、がんの基本的知識と情報提供の注意点など。 

 

ロ－ルプレイ 

 ・事前学習プログラム動画や当日の講義に学んだことを実践のロ－ルプレイで学び、

良い面も悪い面も全員で情報共有することで個々の対応に活かす。 

 

オンラインでのピアサポ－ト活動における注意点 

 ・昨今の新型コロナウィルス感染症に伴い、対面での相談に制限がかかる状況。 

    人との繋がりには様々なツ－ルを活用する事が出来る。オンラインでのデメリット 

    やメリットを学び、自身のピアサポ－ト活動に役立てる。 

 

 

 

 

 

 

 



 

【参加者：本島地区】 7 名参加 

 

 

 

 

名  前 

 

備    考 

 

1 

 

男性 

・福祉職（児童） 

・ピアサポ－ト経験なし 

  

2 

 

 

女性 

・ピアサポ－ト経験なし 

 

 3 

 

 

男性 

 

・がん患者会 

  

4 

 

 

女性 

 

・ピアサポ－ト経験なし 

  

5 

 

 

女性 

・福祉職 

・ピアサポ－ト経験なし 

  

6 

 

 

女性 

・看護師 

・がん患者会 

 

 7 

 

 

女性 

 

・がん患者会 

 

【参加者：本島離島町】 1 名参加 

 

 

 

 

 

 

名前 

 

備    考 

 

 

8 

 

 

女性 

・福祉職 

・ピアサポ－ト経験なし 

 

 

計人数： 8 名 

 

 

 



 

【講師・スタッフ】 

名前 所属 担当 

・厚生労働省委託事業 

がん総合相談に携わ 

る者に対する研修事業 

 

・神奈川県がん患者団 

体連合会 

・ピアサポ－タ－養成テキスト 

 ２０１９年度版のテキスト 

 

・一般社団法人 

 神奈川県がん患者団体連合会 

講義動画提供 

野田 真由美 様 NPO法人支えあう会「α」副理事長 
研修会講師 

アドバイザ－ 

増田 昌人 
沖縄県地域統括相談支援センタ－  

センタ－長 
責任者 

仲田 ひろ子 

沖縄県地域統括相談支援センタ－  

相談員 
講師及びロ－ルプレイ 

ファシリテ－タ－ 

中山 富美 

西村 克敏 

上地 久美子 

仲嶺 いずみ 
沖縄県地域統括相談支援センタ－ 

事務補佐員 
担当者／記録等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

開始 終了 時間 内  容 講師・担当者 

11:30 12:15 45分 
事務局は琉大へ集合・打合

オンライン（ＺOOM）準備 
＊講義内容確認 

12:15 12:40 25分 
オンライン（ZOOM） 

受付開始 
受講者名簿確認・ZOOM状況確認 

12:40 12:43 3分 開会のあいさつ 
沖縄県地域統括相談支援センタ－ 

センタ－長 増田 昌人 

12：43 12：58 15分 

自己紹介 

（講師・センタ－長・ファ

シリテ－タ－・受講生） 

 

13:00 13:10 10分 

講義 

「私たちの目指すピアサ

ポ－ト」とは 

沖縄県地域統括相談支援センタ－ 

がんピアサポ－タ－ 中山 富美 

13:10 13:15 5分 休憩  

13:15 13:55 40分 自分の体験を語る 受講生 8名 

13:55 14:15 20分 ロ－ルプレイ（導入） 
NPO法人支えあう会「α」 

副理事長 野田 真由美 氏 

14：15 14：35 20分 
ロ－ルプレイ 

第 1セッション 
 

14:35 14:40 5分 休憩  

14：40 15：00 20分 
ロ－ルプレイ 

第 2セッション 
 

15：00 15：05 5分 休憩  

15：05 15：25 20分 
ロ－ルプレイ 

第 3セッション 
 

15:25 15:33 8分 グル－プ毎に振り返り  

15:35 16:10 35分 

全体の振り返り 

ロ－ルプレイの講評 

オンライン相談の注意点 

アドバイザ－ 野田 真由美氏 

ファシリテ－タ－ 

仲田・中山・西村・上地 

16：10 16：45 35分 
事前学習における質疑や

講座を受けての質疑応答 
司会：西村 克敏 

16：45 16：50 5分 
受講修了書（後日郵送） 

閉会のあいさつ 
センタ－長 増田 昌人 

 

【タイムスケジュ－ル】 



【参加者数】 
 受講者：8名 

 

【振り返り】 
・オンラインでの開催であったが、受講者、事務局側も大きなトラブルなく無事に終え

ることができた。 

・今回、がんピアサポ－トにおける基礎知識について事前学習プログラム（動画）で復

習し、当日はロ－ルプレイ（模擬相談演習）を中心に研修会を行った。 

各グル－プ（ブレイクアウトル－ム）に分かれ、ピアサポ－タ－、利用者、観察者を

それぞれ演じてもらい、当事者の立場だけでなくそれぞれの役を通して感じたことや

相談者へ何か答えを出してあげたいという気持ちなど、ピアサポ－ト（模擬相談演習）

について学ばれていました。 

受講者には複数名患者会の方も参加されており、これまで実践してきた事が正しいの

か、また、自分の気持ちとの向き合い方などを学習されていた。 

サポ－トを行う際の音量や言葉の速度などに気を配り、伝える事を注視したり、感情

（泣いてしまう場面）もみられ、ピアサポ－トの難しさを痛感したものの、必要性・

重要性を改めて感じたとの感想が聞かれた。 

・今回の講座は千葉県の講師と Webで繋ぎ開催をした。 

講師からの意見としては、研修時間（タイムスケジュ－ル）に少しゆとりを持たせ、

昼食を挟んで午前中から開催してもよいのではとのアドバイスを頂いた。 

次年度は昼食時間も挟みながら、午前中から開催し、夕方は早めに切り上げるスケジ

ュ－ルの提案が聞かれた。 

開催前までに何度か、打ち合わせを行ったことでスム－ズに会を進める事ができた。 
 

 

【反省点/今後の課題】 
・今年度は新型コロナウィルス感染症予防の観点から、オンラインでの開催となり、 

タイトなタイムスケジュ－ルとなった為、開催方法としてハイブリット式での開催や、

受講者同士での交流、講師やファシリテ－タ－との情報交換ができる時間を設けてい

きたい。 

・今年度もがん診療を行う県内医療機関、行政機関（社協含む）などへの案内文書を発 

送し、参加を募った。離島（久米島町）からの参加もあり、オンラインのメリットが 

活かされた講座となった。しかし参加人数が少ないことは否めない。今後は事業周知 

方法（講座案内）について、ホ－ムペ－ジや案内文書だけではなく、登録サポ－タ－ 

からの情報収集や患者会との情報共有も密に図り、当センタ－の事業周知などを行っ 

ていく。 

 

 

 

 

 

 

 



【アンケ－ト集計結果／回答者 8名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2

0

1

2

3

知らなかった

聞いたことはあったが内容は知らなかった

聞いたことはあった

ある程度知っていた

知っていた

Ｑ2.ピアサポ－ト活動（またはピアサポ－タ－）を知ってい

たか

2

6

10回以上

なし

Ｑ3.ピアサポ－ト歴

Ｑ１．養成講座に参加したきっかけ 

 ・小児がんの親で経験した事や脊髄損傷での経験をピアサポ－トに活かすため参

加。 

 ・友人がピアサポ－タ－として活動しており、同じ体験をした方の力になりたい

と感じた事がきっかけです。ピンクリボンアドバイザ－の資格をもっている事

もきっかけのひとつです。 

・ピアサポ－タ－の制度を知り、自身の体験が活かされればとの思いから参加。 

 ・約 3年間の長男との闘病生活。高校生という夢を実現していくための準備期間

である時に、予後が悪いという癌。様々な事があって乗り越えられた事、乗り

越えられなかった事もありました。同じような思いで頑張っている人がいるか

もしれない。 

家族も頑張っているはず。何かの助けになれないだろうかと思い参加しました。 

・乳がん患者会からのお知らせで知りました。 

・患者会を運営している立場から、今後サロン参加者へピアサポ－タ－を依頼す 

ることを検討しております。その上でピアサポ－タ－としての心構えや注意し 

ていく事など、知っておく必要があると思い、参加しました。 

・沖縄県がん患者会の久米島フォ－ラムに初回から関わらせて頂いたり、公立病 

院での勉強会に参加させて頂く機会があり、久米島でのサロン立上げの準備と 

して必要だと思い受講した。 

・「やってみたい」という気持ちで参加しました。 



 

 

0

6

2

ややできた

ある程度できた

とてもよくできた

Ｑ４.「私たちの目指すピアサポ－ト」とは

内容は理解できたか

0
6

2
0

できなかった
ややできた

ある程度できた
とてもよくできた

Ｑ５.「自分の体験を語る」では、自分なりに語れたか

0

0

1

7

できなかった

どちらともいえない

ややできた

ある程度できた

Ｑ６.講義「ロールプレイ」についての内容は

理解できましたか

・講師も分かりやすく話して頂いたので良かった。

・参加者の雰囲気や進め方が良かった。

・表現や言葉かけの仕方が勉強になった。

・ロ－ルプレイについてはある程度理解出来、グル－プメンバ－から

アドバイスを頂いた事で気づきがあった。しかし実際に患者の相談

への対応が出来るまでには時間を要すると思う。

・ある程度理解が出来ました。実際の雰囲気や表情がわからないのが

残念です。

・ロ－ルプレイで、少しイメ－ジはつかめましたが、シナリオの相談

と実際の相談では違いがあると感じること、対面ではなく画面越し

の対応の難しさも感じました。表現の大切さ、声かけを意識したい

と思っています。

・事前に資料の配布があり予習出来た事や、講師の懇切な説明があっ

たこともあり、ある程度理解することができたと思っています。

・やってみようという気持ちを奮い立たせることができた。

・障碍者団体に所属しているので、年に数回ロ－ルプレイに参加する

ことがあります。
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2

4

2

ややできた

ある程度できた

ややできた

どちらともいえない

Ｑ７.ロ－ルプレイでは自分なりにできましたか

Ｑ８．ロールプレイを通してのご感想 

 ・時間やピアサポ－タ－として、意識しすぎてしまい、うまく表現できなかっ

たように思いました。しかしピアサポ－タ－役では普段行っている傾聴（医

療者として）ではない、患者に近い立場での傾聴を感じ取ることが出来たよ

うに思います。大変勉強になったと思います。 

 ・自分を美化している感じがあったが、綺麗にまとめようという気持ちではな

く、傾聴するということ、その重要性がとても分かったロ－ルプレイでした。 

 ・ロ－ルプレイを通して感じたことは、相談者の話を聞いていて辛くなったら

ギブアップしていいと思いました。 

 ・利用者、ピアサポ－タ－、観察者それぞれの役柄を演じることが出来良かっ

た。 

  肝心のピアサポ－タ－役については満足のいく役を演じることが難しく、経

験を積まなければと強く思った。 

 ・寄り添う傾聴を意識しているつもりでも、どうしてもアドバイス的な表現に

なってしまう感じがあり、難しいと感じました。経験を積むことで良くなる

のでしょうか。 

 ・相手の表現や雰囲気をつかむことが難しいと感じました。自分の話す内容の

整理が必要だと感じました。 

 ・「傾聴」に重きを置き、あいづちや相談者を傷つけない適切な言葉選びを考

えながら話す・聞くことの難しさを実感。特にロ－ルプレイは時間制限があ

る中で実施する事も難しかった。 

 ・個々の経験がいかされていた。 



 
 

 

0

0

5

3

どちらともいえない

やや良かった

ある程度良かった

とても良かった

Ｑ9.オンラインでの講座の科目構成や日程

はいかがでしたか。

・講座がわかりやすく、休憩もタイミングよくさせて頂き、とても

良かった。

・離島からの参加であること、平日は仕事があり参加できない為、

休日でのオンライン開催であったので参加出来た。

・科目構成は良いと思います。時間が少し足らない様に感じました。

・とても充実していたと思います。私個人では資料をもっと読み込

んでおくこと、事前学習の動画を見直ししておけばよかったと反

省しました。

・事前学習に関する質疑を事前に提出したところであるが、それに

対する回答の時間が設定されてなかったのは残念。皆さんの質疑

も参考にしたかったとの思いもある。

・オンラインだったので参加する事が出来ました。対面ではなかっ

たので、話すタイミングが少し難しかったです。日程や時間帯は

良いと思いました。

・オンラインで開催できたことは、大変嬉しく思います。しかし対

面で様々な方と対話し、その中から学びを得ることは多いので、

やはり対面が一番だと思いました。科目構成・日程に関しまして

はとても良かったと思います。

・ゆっくりと時間があったので、仕事をしながらでもどうにか頑張

れたと思います。自分のペ－スで受講出来たので、事前の学習プ

ログラム動画や配布資料を見直し学べ良かったです。

オンラインは現場に行かなくても済み、時間の有効利用が出来て

助かりました。講義といっても自分達で参加型で、一方的に講義

を聴くものではなかったので、とても有意義な時間として学べた

ので良かった。
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6

2

0

ない

どちらともいえない

ややある

ある程度ある

とてもある

Ｑ１０.ピアサポ－タ－として活動する上で不安はありま

すか



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ11.どのようなフォロ－体制があると安心ですか 

・困った時に助言をしてくださる体制があると助かります。 

・一人での活動はないということなので、活動してみないとわからないのだろう

なと思う。 

・サポ－タ－同士の情報交換 

・実務経験を積まれたサポ－タ－が実際に相談に対応される場に何度か同席さ

せて 

 頂き、勉強させてもらう機会があればと考えている。 

・独りよがりにならないようにまずは先輩と一緒に活動をして自信をつけて行

きたいです。先輩メンバ－との交流もお願いしたいです。 

・先輩の方々の相談支援があると助かります。 

・コロナ終息後本島でのサロンの見学。久米島でのサロン立ち上げ。久米島で活

動する際の病院への協力要請など。経験豊富なピアサポ－タ－との情報交換な

ど。 

・活動前の注意事項等の説明があると安心。 

Ｑ12.ご意見・ご感想 

・がんピアサポ－タ－の活動を知りませんでした。皆さんの応援や支えで治療を

され 

 ている患者様がいる事がわかり、素晴らしい活動だと思いました。 

・とても勉強になりました。がんが良くなり健康でいられることに感謝し、何か

お役に立ちたいと思っているところにピアサポ－タ－養成講座のお話を頂き

ました。他に同じ思いの方はいると思うので、今後も継続して頂き、「仲間」

を島でも増やしていきたいです。 

・今後も継続的に講座の開催をお願いします。 

・自身の都合の良い場所で参加出来る WEBも良かったのですが、コロナが落ち着

けば対面での講座や補習も期待しています。 

・参加者の体験を聞けたことは非常に良かった。またロ－ルプレイでそれぞれの

役柄を経験できたことも良かった。先述したことであるが、事前学習における

質疑回答の時間を設けてほしかった。 

・受講申し込みから、受講終了まで、本当に丁寧に対応して頂きました。 

 とても感謝しております。不安が大きかったのですが、「仲間」という感じが

とても 

 実感できたと思っています。泣きたい時には泣いていい。無理なものは無理で

いい。気が楽になりました。やってみたいと思いました。 

・普段は医療者として当事者、ご家族と関わっています。今回はがん患者の家族、

遺族として医療者の役割は隅に置き参加いたしました。改めて寄り添う事の難

しさ、しかし重要性を感じ取ることができ、大変勉強になったと思います。様々

なお立場 

 の方々と今後も交流を深め、自分自身の傾聴、謙虚さを深めていければと思い

ます。 



 

【当日の様子】 

【①：講話】 

   

【②：ロ－ルプレイ】 

   

【受講者・講師】 

 

 

 



【案内チラシ】 

   

▲チラシ表面             ▲チラシ裏面 

   

                  
                              
                              
                              
                              
                              

                                   

             

    
     
     

                        
                           
                       
                          
                            
                             

                                   

     

    
                              
                               

                   

                     

     

         
    

                                



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がんピアサロン 

開催報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日 

  ①令和 4年 2月 15日（火）  

②令和 4年 3月 15日（火）  
       
 

 

 

 



 

開 催 概 要 

 

１. 名 称  がんピアサロン 

        

 

２. 日 時  ①令和 4年 2月 15日（火） 14：30 ～ 15：05（第 1回） 

       ②令和 4年 3月 15日（火） 14：30 ～ 15：05（第 2回） 

 

３. 形 式   オンライン（ZOOM） 

        講師・スタッフ：琉球大学病院 大学院セミナ－室 

        

４. 対 象   がん患者、家族、遺族、医療関係者及び関心のある方 

 

５. 目 的   ピアサポ－タ－や他の参加者と語り合うことで不安や気持ちを分かち

合い、情報を交換しながら病気に対する不安軽減に繋げる。 

他の催し物と併せて開催することでリラックスし、参加者同士が打ち解

け、話しやすい雰囲気をつくる。 

 また、サロンで対応経験を重ねることにより、ピアサポ－タ－の資質

を高める。 

 

６. 内 容  ①令和 4年 2月 15日（火） 14：30 ～ 15：05 

         オンラインゆんたく会と併用してがんピアサロンを開催。 

新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から、オンライン開催。 

参加者へは事前に準備する物をお伝えし、参加者のペ－スに合わせ、ゆ 

ったりと自室からヨガ（ク－ルダウン）の体験を行った。 

 

②令和 4年 3月 15日（火） 14：30 ～ 15：05 

         2/15に引き続き、オンラインゆんたく会と併用してがんピアサロンを開 

催。呼吸の方法や筋肉の伸ばし方などを画面越しに今回は対話を交え、

患者さんごとの体の可動域を確認しながらヨガ体験交流を図った。 

 

 

７. 課 題  ①オンライン開催のため、直接参加者の体に触れて、呼吸や体の痛みへの

確認と助言が手薄になったことが課題である。 

また体の浮腫みや浅い呼吸に対応する方法など時間をかけ参加された

方々がリラックスして、日々の生活が出来るようサポ－トを今後も続け

ていくことが課題である。 

②2/15の課題を下に、患者さん一人一人の状態を確認しながら、呼吸の浅 

さや、筋肉の可動域など、画面越しでもお一人づつ対話を行うことが出 

来た。しかし対話に時間を要したため、交流の時間を十分にとることが 

出来ず課題が残ったため、次年度は時間配分に工夫を行っていく。 

 

 

 

 



【当日の様子】 

   

▲①2月 15日 参加者の様子 

     

▲②3月 15日 参加者の様子 

 

【案内チラシ】 

      

                       

                 
                       

                 
                      

                    

                                  
                              
         
                                

       
            

                          

  
  

                                  

                                 
                                   
                                   
                                   
                  

                               

                              

                            



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  がんピアサポートに関する意見交換会 

 

  参加報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  参加日：令和 4年 1月 28日（金） 

 

 

 

 



 

 

令和 3年度 

 沖縄県がんピアサポ－ト関する意見交換会 
 

 

 日 時   令和 4 年 1 月 28 日（金） 13：30～15：30  

形 式   オンライン 

出席者   がん診療連携拠点病院及び県内患者会（参加者名簿参照） 

増田 昌人 （沖縄県地域統括相談支援センタ－ センタ－長）  

仲田ひろ子（沖縄県地域統括相談支援センタ－ピアサポ－タ－） 

上地久美子（沖縄県地域統括相談支援センタ－ピアサポ－タ－） 

仲嶺 いずみ （沖縄県地域統括相談支援センタ－ 事務補佐員） 

 

 

 

【講話】 

       ①. 「ピアサポ－トについて」 

        講演者：一般社団法人  日本サイコオンコロジ－学会 

            委託事業委員長 小川 朝生 

 

【意見交換議題】  

① 医療者のピサポ－トに対する認知度について  

② ピアサポ－タ－の確保について  

➂ オンラインでのがんサロン開催について 

④ チャット、メ－ル、SNS使用したピアサポ－トについて  

⑤ 希少がんの方へのピアサポ－トについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【議題 1】 

①  医療者のピアサポートに対する認知度 

・ サバイバ－ナ－スの会 「ピアナ－ス」：上原 

医療者側にピサポ－トの重要性を伝える際、管理者に伝えても現場（看護師）への情報 

共有の徹底が不十分である。 

・ 中部病院：傳道 

  がん患者との関わりが薄い医療者関係者は「ピアサポ－タ－」の認知度が低い。 

・ 患者会やいまゆんたく会：会長田盛 

  医療者へピアサポ－ト（ピアサポ－タ－）がいる事の認識や交流を図りたい。 

その方法について講師より伺いたい。 

＊ 小川講師より 

周知方法として、イベントの中で紹介をすることや院内研修にて周知を行う事で、医療

者側にも患者の言葉（意見）がフィ－ドバック出来、次へのステップにも繋がる。 

＊ 佐々木講師より 

  周知方法にどのような媒体を使用するかが大切。 

  熊本県の事例では連携パスを活用している。がんサロン（イベントなど）の詳細を一覧

で閲覧でき、医療者や患者などへ情報提供を行っている。 

  北里大学病院（神奈川県）内ではサロン運営委員会を医療者側にも必須とし、月 1回の

会議を開き、企画運営を行っている。トップダウン方式ではあるが、行動変容が起こり

患者、医療者間にとっても周知がなされている。 

＊ 渡辺講師より 

  看護師の立場からの助言として、医療者側への周知には組織の壁が考えられる。 

自主的な周知方法として、患者のヘルスヘルプグル－プ（オストミ－ビジタ－・ストマ 

ケア・乳がん）などに協力頂き周知を行っている。 

 

【議題 2】 

②  ピサポ－タ－の確保について 

・ 沖縄県地域統括相談支援センタ－：事務仲嶺 

  今年度はオンラインで研修会等を開催しピアサポ－タ－の確保を行った。 

しかし、新型コロナウィルス感染症拡大に伴い、各拠点病院サロン開催が停止され、 

登録サポ－タ－を派遣することができない現状。 

那覇市立病院サロン担当者が運営方法などの確認のため、サロンへ参加。 

今後も拠点でのサロン開催には登録サポ－タ－の派遣を再開する為にも、オンライン 

や対面での研修会などを開催し、ピアサポ－タ－の確保に努め、各サロンとの連携強



化を図っていきたい。 

・ 沖縄県地域統括相談支援センタ－：増田センタ－長 

  患者サロンに対して 5～6年前より登録サポ－タ－の派遣を行っているが、新型コロナ 

ウィルス感染症拡大の観点から現状は派遣が出来ていない。 

・ 中部病院：傳道 

  当院においても 2ヶ月に 1回ほど派遣の依頼を行ってきたが新型コロナウィルス感染 

症拡大防止の観点から 1年半サロンの開催を停止している状況である。 

  現状は外来の待ち時間に患者同士が会話する程度はみられるが、養成講座を受講した 

  ピアサポ－タ－が活動できる状況ではない。 

＊ 小川講師 

  サポ－タ－の確保には様々なニ－ズが考えられる。 

  複合的なグル－プや同がん種のグル－プの話を聞いてみたいなどのニ－ズがある。 

  地域統括が間を取り持ってマッチングするように潤沢に養成されている県など、日本 

ではまだ整っていない現状である。 

対象者（AYA世代等）を絞り、県ぐらいの規模で考えていくのも一つの方法である。 

＊ 佐々木講師 

  がん種別で、サポ－トのニ－ズが多い。 

  個人的には全国レベルでネットワークの中に誘導していくことも患者のためにもなる 

  のではと思う。 

・ 若年性がん患者会 Bestyle： 金城 

  がん種が被る方とのマッチングを心がけサロン参加を誘導している。 

  患者さんには自分に合った情報を自身で拾って頂くようコ－ディネイトをしている。 

・ サバイバ－ナ－スの会「ピアナ－ス」：上原 

  北里大学病院内でのがんサロン運営委員会について詳しく知りたい。 

＊ 佐々木講師より 

  医療者のがんサロン活動は病院の理念（患者中心の医療）に明記されているため、事業 

計画を立て、運営委員会が立ち上がり、まずは執行部側に認めてもらい委員（医療関係 

者）は仕事として参加出来るよう環境整備を整え、興味が薄い人にも意識の改革ができ 

ている。 

＊ 渡辺講師より 

  第 3期がん対策推進基本計画で「ピアサポ－ト」についての明記がある。（講話資料 1） 

  明確に根拠が表記されている物を使用するのもよい。 

・ やいまゆんたく会：会長田盛 

  がんピアサポ－タ－養成講座を受講しても、医療者側との連携が取れず、ピアサポ－ト 

活動の場が島には少ない。どのような方法があるが教示頂きたい。 

 



＊ 八重山病院 相談支援センタ－：眞喜志 

  新型コロナウィルス感染症や人事異動に伴い、患者会との連携が途絶えている。 

  また狭い地域故にがん患者同士の交流を控えたいという方もいる。 

  今回の場にて様々な意見を伺い、今後の参考にしていきたい。 

＊ 沖縄県地域統括相談支援センタ－：事務仲嶺 

  今年度離島からも複数名オンラインで研修会へ参加頂きました。 

  今後も八重山病院と連携を図り、ピアサポ－ト事業に関する情報交換を行っていく。 

＊ 沖縄県地域統括相談支援センタ－：増田センタ－長 

  ピアサポ－タ－は有資格ではない為、様々な場所で相談を受けている事がピアサポ－ 

トを行っていることになる。今後も本島での研修会などへの参加は旅費を提供する。 

  しかし、昨今のコロナの状況では Web開催を検討せざるを得ない。 

  離島では、患者会員（若い方）のリクル－トが課題だと思う。コロナ終息後対面での 

事業開催を行っていく予定。現状を踏まえ当面は Webイベントへの参加を検討頂きた 

い。 

 

【議題 3】 

➂ オンラインサロン開催について 

・ 沖縄県地域統括相談支援センタ－：事務仲嶺 

  オンラインサロン参加者には様々な方が参加されます。患者同士での温度を感じた際 

に、例えば他県でブレイクアウトル－ムなど活用している事などありましたら紹介頂 

きたい。 

＊ 小川講師講師 

  運営主体としては、病院、地域統括、県と様々である。課題としては操作方法について 

  参加者へどのように伝えたらよいか苦慮している。拠点病院にきてもらい、オンライン 

で繋ぎ研修などを開いている県もある。 

またネットに強い AYA世代や若い方は操作に慣れているため、物理的な問題などは少 

なく、テ－マ（仕事や人間関係など）を設けて開催している所は幾つかある。 

＊ 佐々木講師より 

  （1）周知方法として SNSで大々的に発信。しかし参加者（院内ｻﾊﾞｲﾊﾞ-と院外ｻﾊﾞｲﾊﾞ-） 

が二極化する問題も発生する。その為がん種ごとにブレイクアウトル－ムを活用 

し、運営を行っている。 

  （2）個人情報の確認が必要 

    事前登録制とし、事前にどのようながん種なのか情報収集を行い、ブレイクアウト 

    ル－ムの活用を図っている。 

  （3）既存の団体（がんサロン外部委員）の活用 



   高齢者向けオンライン用のレクチャ－を行い、患者同士の横の繋がりを図っている。 

・ 沖縄県地域統括相談支援センタ－：増田センタ－長 

  小川講師のアドバイスにあった、拠点にきてもらいオンラインを繋ぐ方法について 

  詳しく伺いたい。 

＊ 小川講師 

  オンラインサロンの紹介県は長崎での事例。 

  養成講座を開催する際にコロナの影響により、ネット環境がない方がおられた為、 

  拠点病院に集まってもらい、オンラインビデオを繋ぎ（ハイブリット）方式を行った。 

＊ 佐々木講師 

  北里大学病院では、病院内患者と外部のピアサポ－タ－とオンラインで繋ぎ、面談を 

  行うことを計画中。 

・ 沖縄県地域統括相談支援センタ－：仲嶺 

  現在オンラインでの開催をしている団体（サバイバ－ナ－スの会・若年がん患者会

Bestyle）より、活動内容などご紹介頂きたい。 

・ サバイバ－ナ－スの会「ピアナ－ス」：上原 

  運営側で参加出来そうな方を事前に選びその方へ情報提供を行い、3～4人程で開催。 

  またチラシを作成し、通院患者へ少しづつ声を掛け、配っているため顔見知りの方が参 

  加している状況。 

・ 若年性がん患者会 Bestyle：金城 

  周知方法として、Facebookやメ－ルを活用。 

  新しい患者さんにたくさん話してもらえる環境づくりをし、参加者が増えた際はブレ 

イクアウトル－ムを活用し、事前に情報収集を行った上でサロン開催を検討している。 

・ パンキャンジャパン沖縄（膵臓がん患者会）：島袋 

  今年度は数回オンラインにて開催をしましたが、高齢の方が通えなくなってしまい、 

  ハイブリット形式でも開催をした。しかし司会進行や視線をどちらに向けたらよいか

苦労した。他の団体や講師より助言を頂きたい。 

＊ 佐々木講師 

  司会進行とオンライン担当（操作）など役割分担を行わないと運営は厳しい。 

  視線については、最後だけ参加者皆の一体感を出せるよう工夫が必要。 

・ サバイバ－ナ－スの会「ピアナ－ス」：上原 

  対面だと表情を確認することは可能だが、オンラインでは表情をつかみづらいことが

あり、その際はブレイクアウトル－ムの活用などあると思います。またサロン終了後に

フォロ－が必要な方へのアプロ－チ方法など伺いたい。 

＊ 佐々木講師 

  パニックになっている患者さんへの事例の対応として、ファシリテ－タ－での振り返 

りの際に、看護師と情報共有を行い、患者さんへフォロ－の連絡を入れています。 



  対応についてマニュアル化や、ファシリテ－タ－（気付き）の人数を増やし、参加者に 

対して目を配らせる体制を整えることが必要である。 

 

【議題 4】 

④ チャット、メ－ル、SNS使用したピアサポ－トについて 

・ 若年性がん患者会 Bestyle：金城 

  SNSの活用方法として Facebookはオフシャルであり、若い世代は Instagramや Twitter 

を使用している方が多い為、メ－ルで返信するよりは lineを使用する方が早く伝達出 

来る。今後は lineのアカウントを作成し周知していきたい。 

＊ 小川講師 

  SNS活用には病院が絡むと個人情報やネットを伴うセキュリティ－問題が発生する為 

ハ－ドルを越えられない医療機関が多いように思う。 

  運用方法について、メ－ルや SNSは AYA世代を中心に活用されているが、対応（メッ 

セ－ジへの返答）をしなければとピアサポ－ト側のメンタル的な負担が大きいことが 

懸念される。 

＊ 佐々木講師 

  SNS は 24 時間送信してくる患者も想定できる。一生懸命なピアサポ－タ－の方ほど、

答えてあげたいと思うこともある。 

バウンダリ（自分を守ることが依頼者を守る）を大切にし、対応に対してはトレ－ニン

グが必要だと思う。 

・ 若年性がん患者会 Bestyle：金城 

  自分のペースでメ－ル返信やサロン（ZOOM）の様子など掲載している。 

特に活動報告については SNSでは行っていない。 

・ ｻﾊﾞｲﾊﾞ-ナ-スの会 Bestyle：上原 

  ピアサポーターが定期的に集まり、情報共有を図る機会などについて伺いたい。 

＊ 小川講師 

  対面と併用をしている事例がある。例えば AYA世代では石川県でオンラインでのイベ 

ントを開催している。しかしオンラインでは表情の読み取りづらさや、言葉がきつく 

出てしまうこともあり、全国的に開催方法が定まっておらず、試行錯誤している状況。 

＊ 佐々木講師 

  個人的にはピアサポ－タ－連合のような仕組みはどうか。またサポ－タ－の振り返り 

の場を医療者と連携を図り、ピアサポ－タ－が辛い気持ちを持ち帰らない仕組みが大 

切だと思う。増田センタ－長が患者会に参加して交流を図っているお話が聞かれまし 

たが、面前になった際は必要だと思う。 

 



【議題 5】 

⑤ 希少がんの方へのピアサポ－トについて 

・ 那覇市立病院相談支援センタ－：仲宗根 

  希少がんのピアサポ－トが難しく、AYA 研の line 版内で患者さんへ伝えられる情報を

提供している。 

・ 沖縄県地域統括相談支援センタ－：仲田ピアサポ－タ－ 

  琉大病院相談支援センタ－と連携、情報共有を図り患者さんを繋いでいる。 

・ 沖縄県地域統括相談支援センタ－：増田センタ－長 

  がん種が異なっても、患者さんに合わせた質問にお答え出来るよう、ピアサポ－トの養 

成（研修）を行い、情報の検索や患者会を紹介することは大原則論である。また医療的 

なことは全て琉大病院へ紹介するようになっているのはコンセンサスできている。 

本土への治療を希望する患者さんには、都道府県拠点病院のがん相談支援センタ－で 

情報の検索ができることも大前提である。 

＊ 小川講師 

  他のがん種も交えたグル－プを複合的に使い分けしている方（患者など）もおいでで、 

支援者は広く情報をお伝えする事が大切である。 

 

【増田センタ－長より情報提供】 

 （1）2022年度版 おきなわがんサポ－トハンドブックでは、がん種ごとの対応病院を掲 

    載し、2022.4.1には全ての病院へ発送を行う予定。 

    具体的な内容として、希少がんは全て琉大病院へ紹介。また小児がんは全てこども

医療センタ－と琉大病院へ紹介としている。 

 （2）難治がんに関しては、うちな～がんネットがんじゅうのホ－ムペ－ジより、沖縄県 

    におけるがん診療を行っている医療施設の情報を確認する事ができる。 

15のがん種に関して、手術と薬物療法についても明記し、放射線治療装置がないこ 

とに関して、説明文が記載されていることを情報提供する。 

 



がんピアサポ－タ－派遣事業 

第 5 回 沖縄県内各拠点病院院内患者サロン参加報告書  

     

  

 

 

 

 

 

 

 

名 称 ゆんたく会（がんピアサロン） 

参加目的 沖縄県地域統括相談支援センタ－で養成したがんピアサポ－タ－を各拠点病院

の院内患者サロンへ派遣し活動の場の創出を図る。 

日 程 日 時  令和 4 年 1 月 4 日（火）14：00～16：00 

場 所  琉球大学病院 大学院セミナ－室 

派遣者 がんピアサポ－タ－ 1 名 

引率者 沖縄県地域統括相談支援センタ－事務補佐 1 名 

主 催 琉球大学病院 がん相談支援センタ－ 

当日の様子 
・14：00 より、フリト－クにてゆんたく会を開催予定。 

 ピアサポ－タ－は参加者がみえるまで待機とした。 

 年始より新型コロナウィルス感染者数が増えている事を鑑み、開始より遅れて 2 

名の参加者がお見えになったが、安全を期す為、今回のゆんたく会は閉会とした。 

 

＊参加者（患者 2 名）・看護婦 2 名・琉大相談員 1 名 



がんピアサポ－タ－派遣事業 

第 6 回 沖縄県内各拠点病院院内患者サロン参加報告書  

   

 

名 称 ゆんたく会（がんピアサロン） 

参加目的 沖縄県地域統括相談支援センタ－で養成したがんピアサポ－タ－を各拠点病院

の院内患者サロンへ派遣し活動の場の創出を図る。 

日 程 日 時  令和 4 年 3 月 1 日（火）14：00～16：00 

場 所  琉球大学病院 大学院セミナ－室 

派遣者 がんピアサポ－タ－ 1 名 

引率者 沖縄県地域統括相談支援センタ－事務補佐 1 名 

主 催 琉球大学病院 がん相談支援センタ－ 

当日の様子 
＊14：00 より「自分で出来るリンパドレナ－ジ」 

講師：琉大病院（緩和ケア看護師/棚原陽子） 

・リンパ浮腫は、予防や早期発見・早期治療により悪化させないための自己管理が大切。 

  講話を通して、マッサ－ジの方法や大切にすることや注意点について、実践を交えな 

がら講話を行った。 

・地肌に手を当て力は入れず、血液の流れを感じながら摩ることが良い。 

血流が滞ってしまうと日常生活にも支障が出てしまうので、体を動かすことや摩る事 

を毎日意識して行う事は良い。また摩る（マッサージ）ことでがん細胞がリンパ管を

とおして、位置を移動する事があるため、むやみに摩る行為はせず、主治医と相談す

るよう助言があった。 

・15：00 よりフリ－ト－ク 

①治療について（気を付けていること） 

②病をオープンにしたくない人へのサポ－トについて 

③サロンへの要望についてなど 

・がんピアサポ－ター自身の体験を下に、参加者と情報共有を図る。辛い時は当事

者（がんピアサポ－ター）や看護師に気持ちを伝えたりし、前向きな気持ちで毎

日を過ごすことを大切にし、今を乗り越えている体験談が聞かれた。 

＊参加者（患者 2 名）・看護婦 3 名・琉大相談員 1 名 



がんピアサポ－タ－派遣事業 

第 7回  オンラインサロン報告書 

  

 

名 称 オンラインゆんたく会（がんピアサロン） 

目 的 がん患者等関係者並びにがん対策関係者へ沖縄県地域統括相談支援センタ

－で養成したがんピアサポ－タ－を派遣し活動の場の創出を図る。 

日 程 日 時  令和 4年 1月 18（火）14：30～15：30 

場 所  各自施設 

ピアサポ－タ－：琉球大学病院 大学院セミナ－室 

派遣者 がんピアサポ－タ－ 1名 

引率者 沖縄県地域統括相談支援センタ－ 事務補佐 1名 

主 催 琉球大学病院 がんセンタ－内 沖縄県地域統括相談支援センタ－ 

当日の様子 ・14：30よりオンラインゆんたく会開始 

・始めに会の約束事及びオンライン時の注意事項、守秘義務について了解を得た。 

・以前にも参加された方のため自己紹介は割愛し交流の時間とした。 

・交流の内容として、今年の目標や気持ちが落ち込んだ時にしている対処方法な

どについて交流を図った。 

1人目の方は、琉大がかかりつけ医なので、「病院が（新地）移転する前には、

完治出来るようにしたい」と話し、毎日の服薬、血圧、体温状況など、携帯を

活用し記録を残し、治療に役立てている事や、土（花や食物）を触り、気持ち

がコントロール出来るよう努力している話が聞かれた。 

2人目の方は自身の体調管理をしっかりする事で、母親の介護が出来ると話し

てくれた。参加者より意見として、オンライン上で出来る簡単なストレッチ方

法や治療について、専門の方の話を伺う等の提案が出され、今後検討していく

事をお伝えしたまた、まん延防止が発令されて、外出もままならないが、オン

ラインで皆と繋がる事が出来るのは安心との意見も聞かれた。次回の案内を行

い 15：30に会を終えた。 

・参加者が退室後、那覇市立病院サロン担当者との意見交換では、オンラインで 

のサロン運営方法（那覇市立が進行等を琉大サポ－タ－がアドバイスを挟みな 

がら進行する等）今後のサロン運営について情報共有を図った。 

＊参加者（患者様 2名・那覇市立病院サロン担当者 1名） 



がんピアサポ－タ－派遣事業 

第 8回  オンラインサロン報告書  

   

名 称 オンラインゆんたく会（がんピアサロン） 

目 的 がん患者等関係者並びにがん対策関係者へ沖縄県地域統括相談支援センタ

－で養成したがんピアサポ－タ－を派遣し活動の場の創出を図る。 

日 程 日 時  令和 4年 2月 15（火）14：30～15：40 

場 所  各自施設 

ピアサポ－タ－：琉球大学病院 大学院セミナ－室 

派遣者 がんピアサポ－タ－ 1名（上地久美子） 

引率者 沖縄県地域統括相談支援センタ－ 事務補佐 1名 

主 催 琉球大学病院 がんセンタ－内 沖縄県地域統括相談支援センタ－ 

当日の様子 ・14：30よりオンライン時の注意事項（約束事等）、守秘義務について了解を得

て、会を進行。各自自己紹介を行った後、ヨガ体験へと移った。 

・14：35～15：05着座を基本としたヨガ体験では、画面越しに講師が参加者の 

様子を確認しながら進め、参加した皆さんも自身の体調に合わせ、リラックス 

した状態でヨガ体験を行った。がん治療をしている中で体との対話（運動やス 

トレットなど）の時間をつくることがなかなかできていないと話す方もおり、

今回のオンラインゆんたく会で心と体のクールダウンを図っている様子が伺

えた。 

・15：05からの交流の時間では、足の浮腫みを解消する方法の質問があがり、 

講師から血流が良くなる（足を温めたり、深呼吸）方法などのアドバイスが聞 

かれた。また講師自身もがんサバイバ－であり、自身が経験したことを基に参 

加者へ声を掛けながら交流を図った。 

・新型コロナウィルス感染症によるまん延防止措置が発令され、一同に介して交 

流を行う事ができない状況であった。しかし今回のように画面越し（オンライ

ン）でも皆と繋がる事が出来るのは安心との意見も聞かれた。次回の案内（ヨ

ガ体験第 2弾）を行い、15：40に会を終えた。 

・参加者が ZOOM 退室後、那覇市立病院サロン担当者との意見交換では、次年度

より那覇市立でもオンラインでのサロン開催の準備を進めている旨報告が聞

かれ、今後のサロン運営について情報共有を図った。 

＊参加者（患者様 3名・那覇市立病院サロン担当者 1名） 



がんピアサポ－タ－派遣事業 

第 9回  オンラインサロン報告書 

    

    
 

名 称 第7回 オンラインゆんたく会（がんピアサロン） 

目 的 がん患者等関係者並びにがん対策関係者へ沖縄県地域統括相談支援センタ

－で養成したがんピアサポ－タ－を派遣し活動の場の創出を図る。 

日 程 日 時  令和 4年 3月 15（火）15：05～15：40 

（14：30～がんピアサロン/15：05～オンラインゆんたく会） 

場 所  各自施設(患者) / 琉球大学病院大学院セミナ－室（講師・ピアサポ－タ－） 

派遣者 がんピアサポ－タ－ 1名 

引率者 沖縄県地域統括相談支援センタ－ 事務補佐 1名 

主 催 琉球大学病院 がんセンター内 沖縄県地域統括相談支援センタ－ 

当日の様子 ・14：30よりオンラインでの注意事項（約束事等）、守秘義務について了解を得て、 

会を進行。2月開催時の参加者と同様のため、自己紹介を割愛しヨガ体験へと移 

った。 

・14：30～15：05着座を基本としたヨガ体験では、画面越しに講師が参加者の様 

子を確認しながら進め、参加した皆さんも自身の体調に合わせ、リラックスし  

た状態で呼吸の仕方や筋肉の伸ばし方など対話を交え、参加者ごとの体の可動域 

を確認しながらヨガ体験を行った。 

・15：05 からの交流の時間では、2/14 開催のヨガ体験の感想や、呼吸の癖（口呼

吸を鼻呼吸へ意識する）への対処方法について、交流を行った。治療のことだけ

ではなく、ヨガも日常の生活に取り入れ気持ちをリラックスして過ごすことで、

迷いや不安の解消にもつながる話があがった。また那覇市立病院サロン担当者よ

り、次年度は隔月でオンラインサロン（ゆんたく会）開催予定との情報提供があ

り、今回参加の方へも案内するとのことであった。 

・次年度も当センタ－より各イベントの案内について周知を行い、会を終えた。 

＊参加者（患者様 2名・那覇市立病院サロン担当者 2名） 
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